作成例
作成例
医学教育分野別評価　●●大学医学部医学科　年次報告書
●●年度

評価受審年度　　●●（平成●●）年

改善した項目
	１.　使命と教育成果
	1.4　教育成果

	基本的水準　判定：適合

	改善のための助言

	卒業生の業績や社会の要請の変化等に対応して、学修成果を定期的に見直すべきである。

	改善状況

	○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・・・

	今後の計画

	○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・・・

	改善状況を示す根拠資料

	資料1　○○○○○○○○○○○
資料2　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○




今後改善が見込まれる項目
	２.　教育プログラム
	2.6　カリキュラム構造、構成と教育期間

	質的向上のための水準　判定：部分的適合

	改善のための示唆

	水平統合、縦断的統合教育を一層進めることが望まれる。

	現在の状況

	○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・・・

	今後の計画

	○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・・・

	現在の状況を示す根拠資料

	資料3　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
資料4　○○○○○○○○○○○○



	３.　学生評価
	3.2　評価と学習との関連

	基本的水準　判定：不適合

	改善のための示唆

	目標とする教育成果を定め、教育方法との整合性を図り、それに基づいた学生評価を行うべきである。

	現在の状況

	○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・・・

	今後の計画

	○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・・・

	現在の状況を示す根拠資料

	資料3　○○○○○○○○○○○○○○
部外秘資料　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（提出省略）




受審後に医学教育分野別評価日本版に新たに加わった項目
	５.　教員
	5.1　募集と選抜方針

	日本版注釈：教員の男女間バランス配慮が含まれる。

	現在の状況

	○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・・・

	今後の計画

	○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・・・

	根拠資料

	[bookmark: _GoBack]資料5　○○○○○○○○○○○
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